
埼玉県議会議員選挙

　

私
は
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
川
口
市

議
会
議
員
と
し
て
３
期
に
渡
り
市
政
発

展
の
た
め
政
治
活
動
に
邁
進
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
第
65
代
川
口
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
公
職
等
を
歴
任
さ
せ

て
頂
き
貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
来
ら
れ

た
事
は
、
多
く
の
方
々
の
お
支
え
と
ご

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
「
川
口
」
を
も
っ
と

も
っ
と
”い
い
ま
ち
“
に
し
た
い
！
そ

う
し
た
一
念
で
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

我
が
国
の
経
済
社
会
を
取
巻
く
環
境

は
、
国
際
化
の
進
展
、
明
る
い
予
兆
は

あ
り
ま
す
が
続
い
て
い
る
景
気
低
迷
、

と
関
係
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

川
口
市
の
人
口
は
約
58
万
人
で
政
令

市
の
さ
い
た
ま
市
を
除
け
ば
県
内
１
位

で
、
全
国
で
も
20
の
政
令
市
を
除
け
ば

全
国
で
３
位
で
す
。
埼
玉
県
の
南
の
玄

関
口
で
あ
り
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林

立
す
る
川
口
駅
付
近
の
人
口
密
集
地
か

ら
緑
豊
か
な
郊
外
地
区
、
戸
建
て
が
並

ぶ
住
宅
地
、
工
場
地
等
、
地
域
性
は
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
住
民
要
望
や
意
見
も
様
々

な
価
値
観
と
地
域
性
に
応
じ
て
多
種
多

様
で
す
。
皆
様
の
声
を
丁
寧
に
お
聞
き

し
て
政
策
に
醸
成
さ
せ
る
事
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
人
と
ま
ち
の
元
気
を
め
ざ

し
、
皆
様
と
共
に
地
域
力
で
未
来
づ
く

り
（
政
策
）
を
新
た
な
舞
台
で
実
現
す

る
べ
く
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

少
子
高
齢
・
人
口

減
少
に
伴
う
社
会

保
障
の
需
要
の
高

ま
り
等
、
災
害
対

策
も
含
め
て
政
策

課
題
は
山
積
で
す
。

　

こ
う
し
た
今
、

県
や
基
礎
自
治
体

は
互
い
に
連
携
を

密
に
し
て
知
恵
を

出
し
合
い
活
力
あ

る
地
方
行
政
を
創

り
出
し
て
行
く
事

が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　

埼
玉
県
は
、
人
口
約
７
２
０
万
人
で

当
面
微
増
（
全
国
は
減
少
）
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
県
民
の
平
均
年
齢
も
若

く
、
ま
た
、
豊
か
な
平
地
緑
地
が
多
く

残
っ
て
お
り
、
温
暖
な
気
候
と
年
間
を

通
じ
て
快
晴
の
日
が
多
い
事
は
本
県
の

強
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
内
陸
の
た
め
に
海
洋
資
源

が
な
く
、
人
口
増
加
に
対
し
生
活
基
盤

整
備
が
遅
れ
気
味
で
、
特
に
南
北
方
向

に
比
べ
て
東
西
方
向
の
道
路
網
が
脆
弱

で
す
。
ま
た
、
人
口
当
た
り
の
警
察
官

の
人
数
が
全
国
で
も
最
も
少
な
い
事
。

県
外
に
通
勤
、
通
学
す
る
流
動
人
口
が

と
て
も
多
く
、
人
口
定
着
率
が
低
い
事
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「埼玉県と川口市」
　　 　 新たな舞台 県政へ！

板橋ともゆき

告示 平成27年４月３日 金　 投票 平成27年４月13日 日  （予定）



　新庁舎建設に係る進捗状況ですが、去る６月25日、第１回川口市新庁舎
建設基本構想・基本計画審議会が開催されました。東京湾北部地震などの
発生が危惧される中、委員会では慎重な審議とともに、早期の基本構想と
基本計画の答申を前提とし、現在まで３回の審議会が開催されています。
　これまで、先進都市の視察や無作為に抽出した市民5,000人を対象にア
ンケートを実施してきました。併せて、庁内検討部会も立ち上げ、職員か

らの意見聴取も進めているところ
です。
　震災に備えるためにも、災害対
策本部機能を有する庁舎への建替
えは喫緊の課題ですので、新庁舎
の早期完成に向け、引き続き、鋭
意取り組んで参るとの事です。

ご当地ナンバー「　　 」の交付開始について

埼玉高速鉄道株式会社の経営健全化対策について

　本市では、昨年８月、国土交通省から「川口ナンバー」の導入
決定を受けたところですが、先般、交付開始日は 11 月 17 日と発

表されました。これを受け、当日、
「川口ナンバー」の誕生を市民と
祝うとともに、広く周知するため
「出発式」を開催する事になりま
した。また、「大宮ナンバー」か

ら「川口ナンバー」への交換を希望する市民を募集して抽選の上、
11 月 23 日に、鳩ヶ谷庁舎で「出張交換会」を実施します。
　なお、「川口ナンバー」の交付開始日に合わせて、原動機付自転
車のオリジナルデザインのナンバープレートの交付も開始します。
　今後も、ご当地ナンバー「川口」及びオリジナル原付ナンバー
の普及促進に積極的に取り組み、地域振興や観光振興につなげてもらいたと考えています。

　平成13年に開業した埼玉高速鉄道線については、当初から多額の有利子負債を抱えるとと
もに、輸送人員が見込みを大きく下回り、現在も厳しい経営状況が続いています。そうした中、
平成15年度に、本市は県及びさいたま市とともに策定した「経営健全化支援計画」に基づく
支援を行ない、平成21年度には補助金無しで償却前黒字化を達成したところです。
　さらに、平成22年２月には「経営改革プラン」を策定し、10年間での経営安定と早期の自
立を目標に支援を行なってきました。しかし、リーマンショックや東日本大震災等の影響もあ
り、輸送人員が伸び悩み、現行のままでの目標達成は、極めて困難な状況になっています。
　こうした状況を踏まえ、県及びさいたま市とも協議を重ねた結果、本市の将来にわたる財政
的な負担の軽減に資する「第三セクター等改革推進債」を活用し、埼玉高速鉄道株式会社の抜
本的な経営健全化を図る必要があるとの判断に至ったとの事です。

　今後、埼玉高速鉄道株式会社の多岐にわ
たる出資者・債権者等との協議・調整が必
要になり、今議会では、本市と各金融機関
との損失補償契約に係る債務負担行為を設
定する予算議案について審議が行われ可決
をしました。
　埼玉高速鉄道線は本市に６駅あり、市民
にとって欠かすことのできない貴重な公共
交通機関であることから、経営健全化に鋭
意取り組んでもらいたものです。

第
２
回 

川
口
宿 

鳩
ヶ
谷
宿 

　
　

日
光
御
成
道
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

川
口
市
内
を
縦
断
す
る
本
市
の
歴
史
的
財
産
で
あ
る
日
光
御
成
道
を

舞
台
と
す
る
「
第
２
回
川
口
宿 

鳩
ヶ
谷
宿 

日
光
御
成
道
ま
つ
り
」
を
、

本
年
11
月
９
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
る
「
川
口
宿
コ
ー
ス
」
は
、
川
口
駅
前
キ
ュ
ポ
・
ラ
広
場

か
ら
本
町
大
通
り
、
錫
杖
寺
を
経
て
Ｓ
Ｒ
川
口
元
郷
駅
ま
で
、「
鳩
ヶ

谷
宿
コ
ー
ス
」
は
、
前
回
の
昭
和
橋
か
ら
地
蔵
院
ま
で
の
コ
ー
ス
を
、

Ｓ
Ｒ
新
井
宿
駅
付
近
ま
で
延
伸
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

行
列
に
つ
い
て
は
、「
先
導
パ
レ
ー
ド
」、
戦
国
時
代
の
合
戦
を
模
し

た
「
日
光
御
成
道
合
戦
絵
巻
」、
川
口
ゆ
か
り
の
歴
史
上
の
人
物
と
川

口
御
成
姫
を
配
し
た
「
川
口
歴
史
行

列
」、
徳
川
将
軍
の
日
光
社
参
を
再

現
し
た「
日
光
社
参
行
列
」か
ら
な
る
、

総
勢
約
１
，
８
０
０
人
の
出
演
者
に

よ
る
華
麗
で
勇
壮
な
時
代
絵
巻
と
な

る
よ
う
、
企
画
さ
れ
て
い
る
と
の
事

で
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
が
新
た
な
郷
土
愛
を

育
む
と
と
も
に
、
市
内
経
済
を
活
性

化
し
、
全
国
に
発
信
で
き
る
観
光
資

源
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

川口

新
庁
舎
建
設

　
　
に
つ
い
て
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※このレポートは市長の所信と報告を抜粋加筆して作成しています。
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メールかＦＡＸにてご連絡下さい。お待ちしています。

出前市政
報告会！

ウェブ検索板橋智之

活動情報の
発信として

ブログ更新
中！

http://itabashi.sailog.jp/

市政全般について、板橋ともゆきについて等、どんなことでもかまいません。
ざっくばらんなご意見・ご要望をお待ちしています！
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